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共通点は？違いは？
クイズや考えてみよう
コーナーも入れるので、
よかったら対話しなが
らきいてくださいね
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金沢市地域包括支援センターとびうめ
担当エリアは概ね小学校区2つ分

人口11,475人 6,307世帯

小立野地区

人口7,579人（65歳以上：2,160人）

高齢化率28.4％ 世帯数4,037

新竪地区

人口4,132人（65歳以上：1,483人）

高齢化率35.9％ 世帯数2,270

センター職員数5名 ＋事務職員1名

資格内訳（保健師２・看護師２ 社会福祉士３ 精神保健福祉士１ 公認心理師１

認知症地域支援推進員４ 主任介護支援専門員２ 介護支援専門員４）

金沢市（R4.4.1）

人口446,446人（中核市）

高齢化率27.3％ 世帯数211,685

地域包括支援センター19ヶ所

ブランチ2ヶ所

地区社協54ヶ所（概ね小学校区）

金沢市内地図
とびうめ包括は
19か所ある
日常生活圏域の
一つを担当
（まちなかの
小さなエリア）
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地域包括支援センターの総合相談体制

地域で生起したニーズを地域の力や
ネットワークで解決していく仕組みの構築

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ地区
総合相談
での

丸ごと相
談

地域包括
地域包括
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ニーズ別専門相談
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商店街

地域の
問題解
決力の
向上

とびうめ（＝地域包括支援センター）の特徴

① 身近な地域の側に窓口がある

② あらゆるニーズをワンストップで
③ 医療・福祉の専門職がチームで対応

④ ２４時間３６５日相談できる

⑤ 「個を地域で支える」と

「個を支える地域をつくる」

の一体的展開
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認知症

うつ病 自殺未遂

発達障害

かかりつけ医
ケアマネジャー
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中学校

精神科主治
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児童相談所

市虐待対応
課

心療内科

保健所

交番

包括

とある事例の地域ケア個別会議に集まった人たち

助けて
困ったよ

自治会⾧
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地域ケア個別会議
参加者例

フォーマル
（かかりつけ医
療、警察、行政、
社協、施設
などなど）

インフォーマルとフォーマルの多様な参加者と工夫

インフォーマル
（本人、家族、友人、
知人、弟子、民生委員
自治会長などなど）
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地域共生社会の実現にむけて求められる３つのこと

気づく

知る

つながる

ここから、チームになっておきますか

１．みなさん、一度お立ち下さい

２．運命を感じた人と２～3人一組になってください

３．グループになった組からお座りください

４．自己紹介をしておきましょう（氏名＋お立場＋春になったらや
りたいこと）
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地域共生社会の実現にむけて求められる３つのこと

気づく

知る

つながる

ひとつめ
気づく



3/12/2023

なぜ、今、地域共生社会なのか？

私たちは
これから

どんな社会を
迎えるのか
その影響から
考えてみる

2008年

• 日本の人口
のピーク

2030年

• 1.8人で高齢
者1人を支
える

2042年

• 高齢者人口
のﾋﾟｰｸ

2050年

• 1.3人で高齢
者１人を支
える

• 女性の平均
寿命が９０
を超える

2060年

• 高齢化率
39.9％

• 出生数48万
人

1５年前

2023年
７年後

19年後
27年後

37年後

国民の
５人に２人が高齢者

わたしは

歳

わたしは

歳

わたしは

歳

私が○○歳の時にどんな地域になっているのか想像してみよう！

わたしは

歳

わが事として、自分の人生に落とし込んで考えてみると・・・

わたしは

歳
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二分法の時代が終わる！

病気

障害

老い

役職なし

健康

健常

若さ

役職持ち

支
え
ら
れ
手

支
え
手

☓ 二分法しない ◯ 二分法できない

地域共生社会へ
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地域共生社会とは

• 制度・分野ごとの『タテ割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて

• 地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、

• 人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、

• 住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

• 今後の福祉改革を貫く「基本コンセプト」

「地域共生社会とは」が問われている

理念？政策？制度？文化？どの部署が担当？
住民がやるの？行政がやるの？

どういう
枠組みで
とらえたら
いいの？

だれを
主語に
考えたら
いいの？
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地域共生社会の理念

 ノーマライゼーション

 ソーシャル・インクルージョン

 ダイバーシティ

 SDGs（サスティナブル）

いわば、「あたりまえ」の考え方

その実現の「むずかしさ」に向き合ってきた

そこには「人間の二面性」「地域の二面性」がある

 すべての人が

 地域の中で

 誰もが共に生きていく

 これからもそんな地域が存続してい

くように

なぜ、今、
「地域共生社会」なのか？
自分のことばで伝えていく
そこからはじめてみる ここまでの話

をきいて
感じたこと、
気づいたこと

を
周りの人と
シェアする
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地域に住む人たちの考え方は表裏一体

•気づいた人からはじめよう

どっちも本音

こんな活動
いらんやろ

こんな活動
必要やよね
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地域共生社会の実現にむけて求められる３つのこと

気づく

知る

つながる

ふたつめ
知る

地域共生社会にむけて
知っておきたいこと

では、なにを
どこから

知っていくと
よいのだろ
う？
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事例から知る・学ぶ
「私の課題」は「私たちの課題」

•実際に地域でおこっている事例には説得力がある

•あくまで個人のもつ個人の課題ではあるけれど

•事例の問題分析の際には、ふたつの視点がある

•個人因子と環境因子

•地域のなかで暮らす人のかかえるある人の「生活のしづら
さ」は、地域という環境因子の影響も少なからずある

•まずは、身近な事例に目や耳を向けてみる

•そうすれば、その活動は大きくずれない

こんな事例が地域にあることを知る
（事例 その１）

• 地域のなかの認知症の人の行動が問題に

• 家族、地域、専門職で地域ケア会議（随時）

• 家では起きていない問題行動だった

• 家とデイでの様子しか知らなかったケアマネ

• 地域は知らなかったから１１０通報に至った

• →本人、家族、地域の思いを知り合う

• →それぞれにできることを考え合って行動する
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（その２）

• ・地域で起きた孤独死事例

• ・地域ケア会議（定例）で

• 振り返りをおこなった

• →町連会長名で

• 「あったかいおせっかい」

• 推進の全戸回覧

（丸ごと）

・我が事を支える丸ごと

・自分でひいた線をはみでる

・伸びしろよりのりしろ

（我が事）

・→見える→知る

→関心をもつ

→かかわる

→うごく

→関係が変わる

→地域へ波及

一つの事例が地域を変えるってそういうぐるぐる

事例にはじまり、事例にかえる



3/12/2023

例 そくさいねっと
学生によるききとり調査

•対象：新竪町地区にお住まいの方９７人
•年齢：66歳～96歳
•調査者：民生委員と金沢大学学生
•方法：訪問によるききとり
•内容：ふだんの生活の様子、ボランティアへの関心、
困りごと

振り返ると
どんな地域活動
も、地域のニー
ズを知るところ
からはじまる
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調査結果
お元気な方が多く、自分たちは、地域のサポート
提供側であるという自覚がある。

66-74歳

（１７人）

サポートを受ける側・提供する側として両方の意
見がある。

75-79歳

（２５人）

日常的な行動も負担になる人が増え、サポートが
必要になる。話し相手がほしいという意見が目立
つ。

80-84歳

（29人）

友人と会う機会が減り、精神的なさみしさが募っ
ている。

85-96歳

（２６人）

（日常的なもの）
1.ゴミ出し、買い物
2.冬場の除雪
3.情報交換の場がほしい
4.年とともに友人が家にこなくなった
5.体力の低下と共に力仕事ができなくなった

（精神的なもの）
体力の低下と共に気持ちがめいっていく様子が伺える
80歳以上は各種行事に参加しにくくなる。

当初、日常的な
ちょっとしたボ
ランティアを求
めている人が多
いのではと、支
え合い活動の目
的としていた

調査で知ること
ができた地域
ニーズは人との
交流の機会のほ
うが多かった

新竪そくさいねっと１年目はここから

•「町会福祉関係者座談会」

町内の福祉事情に明るいみなさまに、
①日頃の悩み、課題と思っていること

（困りごとや不便に思うこと、これから必要なこと）
②何気なく行っている支えあいの取り組み

（現在できていること、身近にある支え合い事例）

を自由な語りをとおして、教えていただき、
地区全体で共有財産としてつみあげていく
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なぜ座談会をするのか

•新しい地域に新規事業をするのではない

•どんな地域かを改めて校下全体で共有する

•その上で、必要なものを足していくこと

新竪地区がすでに
もっている

「地域における連帯」
「豊かな福祉の土壌」

これからの
新竪地区に
さらに

必要なものは？

資源の活用・開発の考え方

公助

共助

自

助
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目印シール

•民生委員

•町会長

•町ぐるみ福祉活動推進員

•婦人会

•困りごとや不便と感じていること

•人財（地域の中でがんばっている人）

•所財（人が集まる所、おすすめスポット）
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課題と
解決方法を
セットで考える

マイナス面（弱み）とプラス面（強み）の活用

○ マイナス（弱み）

地域の課題＝目標へつなげる

○ プラス（強み）

課題解決のための介入の糸口や対応方法
に使える資源となる可能性が大きい。
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買いもんいくまい会

ご自宅まで

電話で予約

そくさいカフェ・こまちなみ

毎回、いろいろなイベントを企画
して、みなさんに喜ばれています。
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きずなむすび隊

小学生と紙工芸品を作り

高齢者宅へお届けしました

調理師専門学校の協力で

昼食弁当の食事会を開催しました

ひろめ屋

それぞれの活動をまとめた広報誌の発行
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。

地域を元気にする活動
・御山まつりへの参加
・自主グループ活動
（カラオケ、お茶、体操）

・地域内施設との交流 など

個別ニーズへの対応
・1人暮らしの方の話相手
・草むしり
・外出の付き添い など

•

•

•

•

•

2023/3/12 46
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あなたのまわりには、
どんな社会資源（人財、所財）
がありますか

あなたが、
見聞きしてい
るよきものを
周りの人と
シェアする
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地域共生社会の実現にむけて求められる３つのこと

気づく

知る

つながる

みっつめ
つながる

地域共生社会にむけて
つながりをつくる

では、なにを
どこから
つながって
いくとよいの
だろう？
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密
青春ってすごく密ってことば
が流行語になりましたが、

それを聞いたときに、

第2の青春って、地域活動の
ことだって言っていた方を思

い出しました

• きょういく

• きょうよう

• みっつの「きん」が大事

人が集まるところにニーズが集まる←アウトリーチ
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私

酒

ママ

友人

住民包括

CM
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•
•
•

公的機関の
支援を受け
る対象に対
する偏見

インボラン
タリーCLに
対する医療
機関の諦め

近隣住民に
弱みを見せ
ることに対
する抵抗

支援をする
側される側
に二分され
がちな偏見

キーワードは
「多様性」
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（参考）ネットワークメンバーの人選

①正式な権限を持つ人

（各団体の長）

②阻止する力を持つ人

（影の実力者・キーパーソン）

③影響を受ける人

（地域住民、各団体の実務者・・・人数が最も多い）

④関連情報・知識をもつ人

（専門職・学識経験者等）・・・目的に応じて招集

目的達成のために…

人選していくときに気をつけておきたいこと

•◯◯の人だけで、◯◯のことをしない

たとえば

•福祉の人だけで福祉のことをしない
•地域の人だけで地域のことをしない

だれかと話す、だれかとつながる、そこから
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学びとは、
「行動」を「変容する」こと

だれと
つながって
いきましょ
う？

私（地域）
を考える
きっかけ

解決にむ
かった力
が見えた

一緒に
取り組んだ
経験

私（地域）
を考える
きっかけ

その地域から私たちはいなくなっても
協働の足跡や経験は履歴として地域に残る

地域という一つの器

小さな

成功体験

私（地
域）を考え
るきっかけ

解決に向け
た力が見え

た

私（地域）
を考える
きっかけ 解決に

向けた力が
見えた

一緒に
取り組んだ
経験

一緒に
取り組んだ
経験 小さな

成功体験
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